
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

玉村町家庭教育支援チーム 

 （呼称：ヨボ読ボの会） 

 

 

②活動拠点 玉村町公民館 

③活動範囲 玉村町及び近隣市町村 

④組織体制 

 

  １２ 人 

看護師１人、元保育士１人、元地方公務員２人 

 

 

⑤活動開始年度 平成２４年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

片亀 歳晴 

（TEL）090-3417-3359  （E-mail）toshiharu.katakame@docomo.ne.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

☐保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） ☐小学生（中学年） ☐小学生（高学年） 

☐中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

絵本や紙芝居の読み聞かせや、親子で一緒に参加できる講座を開催す

ることにより、親子や保護者同士の交流の場や子育て中の相談の機会を提

供している。 

 

〇 親子を対象とした読み聞かせの会の開催 

定例の読み聞かせは、群馬県生涯学習センターにて年 6回、玉村町立図

書館にて年１２回実施している。玉村町文化センターや有形文化財小泉重

田家住宅などでも開催した。 

 

〇 紙芝居の作り方講座や演じ方講座の開催 

紙芝居に興味がある人を対象に、紙芝居の作り方講座や演じ方講座を実

施している。 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

読み聞かせには、多くの親子に参加いただき、主催している生涯学習セ

ンターや図書館からも好評を得ております。また、この活動から講座やイベ

ントでの実演に繋がっております。 

また、紙芝居の講座では、県内各所から受講の申し込みがあり、手作り

の紙芝居の講座では、受講者が作った紙芝居の実演動画を、町の動画サ

イトへ投稿する協力をしております。 

日常的な活動ではありませんが、目が不自由な方でも物語が楽しめるよ

う朗読 CD を作成し、図書館へ寄贈いたしました。 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


